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「北海道から挑戦する地域創生と国際貢献～道内包括連携自治体および JICA事業海外フィールドを事例として」
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たとえば 1000 円儲かったら 300 円はそのパフォーマンスした人に渡すけども，400 円は
必要経費で消えるけど残りの 300 円はコミュニティのファンドに入れましょう。そしてそ
のお金で，みんなが一番困っている，小学校に屋根付けたいとか，溢れたら渡れなくなる
川に橋を渡したいとか，ピックアップトラック 1台買って，子供を学校に送ってあげたい
とか。そういう彼らの具体的なニーズのために使えばいいのじゃないか，と。そういうふ
うにすれば，そんなにみんな大きなお金は儲からないけれど，少なくとも今までやったこ
とのない観光を地域が取り組む意味があるんじゃないかという，それがわれわれが考える
コミュニティ・ツーリズムなんだと。なので，やり方はいろいろあるけども，みんなで相
談してみんなが納得して，やらないという判断もあなたたちがするならすればいい。だけ
ど，簡単に言うとやれっていう。一生懸命説明しました，何日もかけて。ですから，やっ
ぱりコミュニティ・ツーリズムっていうのは，外から見たときに地元の人が自分で手作り
でやってる観光はいいなとかそんなんじゃなくて，本当にコミュニティ全員で考えてやる
観光なんです。自分たちのために。われわれはもうちょっと別の法制度とかを使いながら，
そういうコミュニティが頑張って自分たちで創りだそうとしている利益を守る仕組み作り
を手伝ってあげる。法制度を使ったり，日本で言うと財団を立ち上げたりするような考え
方をお手伝いするようなことはしております。
すみません，ちょっと長くなりましたが，ですから，賛成派，反対派は，ぼくは反対派
と直接話すというよりは，反対派も賛成派も一緒に相談してもらうと。ただ，僕らは考え
る材料はどんどん提供していくという形を取っているというのが現実です。ありがとうご
ざいました。
質問者 02：先生のお話し，楽しみにしておりました。先生が今，言われた中で観光のですね，
大学院ということで札幌大学の学生もぜひ行かせていただきたいなという人がいっぱいい
ればいいなと思いながらも，ただそこに入るためにはいろんなハードルがあると思うんで
すが，今，家の学生が先生の所にお世話になりたいと言ったときにどういうことを学んで
行くのが一番いいのか，どんなことを一生懸命やってこいというようなことがあれば教え
ていただければと思います。
西山　徳明
26
西山：どうもありがとうございます。それを聞いていただくと大変うれしいです。最初
に申したように，いろんな大学からもいろんな専門の学生が来ていますので，まず誰でも
専門分野的には問題ありません。確かに入試は語学もありますが，面接と小論文ですから，
基本は。3分の 1しか語学はありませんから，3分の 2は面接と小論文。この小論文とい
うのは，僕らはいくらでも事前のお手伝いをしていいことになっているんです。入試問題
は教えられませんけど。だから早くわれわれの教員とコンタクトを取って，僕らが薦める
本とかも一生懸命読んでもらって，論文書いたりする練習とかも一緒にしたり。やっぱり
うちの先生でも，引き受けられるテーマと引き受けられないテーマがあって，それを外し
ちゃうと評価がどうしても難しくなってきますからね。あと面接の指導とかも結構やって
ます。全国から事前にコンタクトを取ってくれる。要するに僕らはお利口さんはいらない。
いわゆる通知表の成績がいい人が欲しいのじゃなくて，やる気のある人，それからガッツ
のある，まぁやる気とガッツは一緒か。やりたいことがはっきりしているとか，根性があ
るとか，そして思いやりがあって，要するにこういう仕事をしていくのは人が好きじゃな
いと無理です。ですから，そういう人だったら一度はダメもとでもなんでもいいので，戸
を叩いてください。そしたらわれわれは手作りで，注文一品生産で一人ずついろいろ対応
して，お話しさせていただくことができますので。その時にはもちろん，厳しいやり取り
もあるかもしれない。覚悟を確かめるために。ですから覚悟のある人には食らいつく十分
なチャンスはあると思いますので。言ってもそんなに大したものは来ておりませんけど
（笑），なんて言っちゃいけないけど，まだまだうちも発展途上ですから，ぜひチャレンジ
していただけたらと思います。ありがとうございました。
司会者：ありがとうございました。時間の方にもなりましたので，みなさん盛大な拍手
をお願いします。ありがとうございました。
